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行 政 視 察 報 告 書

令不目6年  10月  15日

長浜市議会議長 高山 亨 様

長浜市議会議員 岩川 信子 ■

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

1.′ 視祭等名  行政視察

2.視察期間  令和 6年 10月 7日 (月 )～ 10月 9日
′
(アk)

3.視察場所及び目的

① 宮城県県利府町 ,「利府町まち うひといしごと想像ステーシヨン」

について

② 大川震災伝承館・南三陸 311メ モジアル・「災害の伝承1について

③ 宮城県南三陸町。「南三陸病院・総合ケアセンター」について

④ 平泉世界遺産ガイダンスセンター°「文化遺産の伝承Jについて

4.視察調査感想内容等

ご≧撫像 ステー シ ョン |
の 務′学び 市 ヘ

記

二_J理燦全旦生 _

① 「禾魃府田丁ま 人・ し

ア
」 で ワ ー シ ョ の

つ t

の の つ

のこ つ「 の

― シ の
の

災害 の を Y久世 とこ1云 えるために様 々な展示 カミ行 わ

い

1こ つ いて再確認 、
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て学び防 向 上 の 縮 策 こ応用で き ア /デ ア ″得 る

セ ン し

お とする戻療る、そのため焼事 に強 彰 施ヽ設 洸して再建 六ねッ々 病 院 で あ り、災害時

得 供 の 糾結 方法や 、拍 競 イギ醍 に 封 して 地域包括 ケアが どの つ こ実朔1さ れてい

るかなど学び、総合ケアセンターでは、地域住民や地域団体 との密接な連携のも

とで医療や ケアサー ビスが提供 されているので、長浜市における地域医療 と福

社の連携強 に活用できるよう学ぶ

④「文化遺産の伝承」平泉は、世界遺産として認定された文化遺産の保護と

観光活用 を 立させるためのノウハウが蓄繕 され ています。長浜市 平ゝ文化潰産

が豊富であ り、その価値 ″保護 しつ 半台頬 と して活 用す るた め の 方 法 を学

ぶぉまた、ガイダンスセンターでは、 市 の 抽域 の文イヒを伝 える ヤ流設 澄し

ての運営に役立てるため流設の構成や、揮営方法 を赤考 に学ぶ

・視察の内容

1,「利府町まち 。人 。しごと想像ステーシ ョン |では、移住・定住倅進 として、

他地域からの移住向けの支援策、 、就職、転職 のサポー トなどされてい

るぉ事業 として ノフ 卜・ハー ド・渾営を一体 的 た プ ロジェク ト事業 して》 国 こ申

請 し (業務参託 され るヽ)例 え ば ゾ フ 卜事業 洸して流設づて セ く り ワークシ ヨ ツ プ

を

ならではの柔軟なアイデアや思いをかたちにしているハー ド事業として拠点施

ア
」

設の整備、用途に合わせて、組み合わせ 自在な机、動かせ るベ ンチ、壁、などが

あり、個室に ぅヽ。図書スペースにもまた、おしやれなカウンターテ―ブル幸ぅあり

カフェ中心 としたく空間もあ り癒やされる施設で 1)あ つた。

建 物  C tsumiki 場所・JR利府駅
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2「災害 の伝 承 I・ 大 川毒 袋 で 臓、大 川小 未 劇 | 兆ゝ「洋 の 重 蓼の カ

性」強く学ぶことができ、当 状況判断が展示 れてお り、適切な 1断 と素早

い が 令 を求梵うど′い う 力感 じま す ハ 南 _ 陣 311メ モ リアルでιiと 偏震妻焼

の コ ユ ー が た し ついて 不 彰｀

での共同生活や物奮不 足の中での助 け合い、復興 市科サた協力な ど、 民 の

え い の い で つ た し の

こ と し｀ このこと し

焼害に備える音識 力 日常 活 に根付かせ ことのる 重要性 を強調 して生 いゾそニハ

大川震 伝承館

ー

代 ‐ ■ ■ 卓

■

導

長 浜 市 議 会



( N04 )

3「南三陸病 ・総合ケアセ ンター J を群けるために海抜の高い場所に再建

い で

光発電設備も導入されている。停電時や災害時でも電力供給が可能であり、医療

サー ビスの が 確保 されていた^ヘ リポ― 卜幸ゝ年備 されて、 に は乱凍

な患者搬送が可 能 で アクセスが 難 な で 幸、重要魚者 を他 の 縫閏へ搬洪困

する体制が確保されている。南三陸病院では、定期的な防災訓練や啓発活動が行

われ、職員 と住民双方の防災意識 を高めている取組み華)さ れているとお聞きし

た。地域防災拠点 として幸ぅ機能 し、地域住民の洋難場所 としても受け入れ、医療

スタッフが 算者のイ離康管理菱サポー トするイ本待|| ミ啓備 され てい たカ

病院棟の建物 :鉄筋コンクリー ト免震基礎構造

長 浜 市 議 会
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4。 「文化遺産の伝承|  ガイダンスセンター内の展示は、平泉の歴史や文化 を

分か り く伝 えるための工夫 が随所 に 見られま したぉ映像やデジタル展示を

利用 しているため、来館者 カミ五京で楽しみながら平泉の文化遺産を学べる構成

になっています^旅設 内には、革語や 中国語オ汽`ど多言語の案内表示やパンフレ ッ

卜が備えられ て お り、タト 人 斗客への対応が充 して 彰ヽま したハ こより海

外か らの 問者 も安心 して の歴史を理解することができます。

1,:IⅢ

iヽ

ぬ

行 政 柳1察 の 結 果 を ど

お脅主,=|:

本 市 反 映 さ せ る か

ゴFt・
ム

(ノ )`整  う 1こ

1).倉」造ステ―シ ョンの活動は、

地域住 民 との連携や地域資源 狩最大に活用 し若ヤヽ世代やファミリー 向けのサ

ポー ト制度、子育て支援、教育環境に関する情報も多く提供 されてお り、移住希

望 者 ヰ、夕ヵ で ふ n 辱 途 市 岸、早 )ヒ子 苔 て が汁 仕 盛ち「 1フ イ 真 汰せ ム 舜 靖 券愁 夕″律

を促す事が重要 と考えていますnその上で、 の角軍決策 として一緒に考 え

るワークシヨップを頻繁にしてい くべきと感 じま したn市民の意見 反映する

まちづ くりの仕組みの構築 した く黒いますハ

2).災害の についてでは、 長浜市においても、こうした実際の体験教訓を

ゝ ついて こ と の

で、防災に関す る教育プログラム 会や防災訓練 をや公共

長 浜 市 議 会

らに充実
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させ住 民に 災意識 を根付かせ ることが必要 と考えます。また視 での経験

か ら、地域 の 焼 リーダー を育成 し、災 に諷凍かつ滴切 な封応が政れるよう

にすることも重要な事柄だと痛切に感 じました。こうした貴重な学びを活かし、

市民 と共に な主ちづ くりを進 めて行 くこ澁にしていきたいと強く黒 うハ

3)三陸病院・総合ケアセ ンターでは、 害 1,と点病院 としての高ヤヽ而、十久性 が確保

されている。「災害に強い医療拠点Jと して地域医療 を支 えるための多 目的な取

組みが確認できました。医療と防災を掛備えた施設の設計や、地域との連携を通

じた防災体制の確立など、私達の地域でも参考になる多くを学びました。災害時

の医療提供 力や防堤意識 の向上に努 めて行 く とがヨ院が三市の で 岸ゝあ り、

′＼ I ポー の の い て で

じま した6住 イこ幸、安心感 を与 える きる^市立長浜病院 tこおいて 幸ゝ早期とがで

に建設すべきと考えるぉそこで、従来の 日本のヘ リポー トを補完す る形で、市立

長浜病院にヘリポー ト設置することで、両者の役割分担が明確 に し、日本へのへ

リポー トは 全体の搬送拠点 と活用 市立長浜病院のヘ リポ― 卜は急患姑

応や災害時の直接搬送を目的にするなど、用途を分ける事 も可能にすべきであ

るぉ高齢化 む 中で、緊魚医療の需要ι童↓曽加す る溢考え、将来的に ―ズが高

つ い て ポ ー で

き、地域医療全体の管を維持・向上させる事ができる∩また、信頼性 を強化 し、

こへ

住民に とつての安心感 を高めるために 有効だといえる。以前からの市立長浜

病院が考える計画内容 を実行すべ きと く要求 したい n 広い範 ある長浜市

に幸ぅ一つ ドクターヘ リ幸、あっていいのではと考 身 るハ

4)文イとの について岳浜市には、豊 秀 吉 ミ纂 いた長浜城 をは じめ とす る歴カ

建 さ セ｀ ま の

源 について 奪ゝ、平泉の止うとこ「膠尊的背景 I「文化的イ面値 |「 のつ′ょ`が り |と

を軸 にス トー ジ し、わか りやす く紹介することで、訪 にとつてより魅力

的な体験を す る とができる。長浜市ヰゝ、観光案内所を地域文化の情報発信

の 各観 光地 を 率 止 ぐヽ れ る拠」ミとし、 斗 客 が 市 内

長 浜 市 議 会

ようにガイ ドマ ップや ア
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クセス情報 を繰償十るたと幸ゝに、観光ハブとして縄 能 させ るこ と幸ゝ重要 と考 え

実行につなげていく。

長 浜 市 議 会


